
 

 

 

 

 

 

 

 

食べ残し、売れ残りや期限が近いなど様々な理由で、食べら

れるのに捨てられてしまう食品「食品ロス」。日本の食品ロス

量は、年間 464 万トン、毎日、大型トラック（10 トン車）約

1,270台分の食品を廃棄しています。また、2015年９月に国際

連合で、2030 年までに世界全体の一人当たりの食料の廃棄を

半減させるなどの目標が設定され、世界的にも関心が持たれて

います。 

家庭系の食品ロスについて、消費者庁が平成 29年（2017年）

に徳島県で実施した食品ロス削減に関する実証事業の結果では、まだ食べられるのに捨てた理由として、 

（1）食べ残し 57％、（2）傷んでいた 23％、（3）期限切れ 11％（賞味期限切れ 6％、消費期限切れ 5％）

の順で多いことが分かりました。食品ロスを少しでも減らすために自分でできることを実践してみましょう。 
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   「食品ロス」 について考えてみませんか？ 

青西食育川柳： 「あまりもの アレンジ次第で うまいもの！」 

冷蔵庫の中のあまりもので作った料理が 意外とおいしかったという経験ありませんか？ 

次回は、「地産地消」です。青西食育川柳も募集しています。 

 

 

 

   

 

※「食育たより３号」は水分補給から内容を変更しました。ご了承ください。 


